
学校名　

自己評価
(３・２・１・０)

学校関係者評価
(３・２・１・０)

関連するＳＤＧｓの
目標（参考）

1 3

2 3

3 3

4 2

5 2

6 3

7 3

8 2

9 3

10 3

11 3

12 3

13 3

14 2

15 3

16 2

17 2

18 2

19 3

20 3

21 3

22 3

23 3

24 3

25 3 3

※ 2.41

※ 2.33

 保幼小中の
 連        携

 いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課題の早
期発見、日常的な予防指導　※

 関係機関と連携した相談体制の充実

＊各校の学校評価書から上記の1～25の観点にかかる自己評価および学校関係者評価結果を取り出し、本表に移記ください。
＊評価の項目と関連があると考えられるＳＤＧｓの目標を参考として表示しています。

①

 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用

　保護者アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

組織的体制の
充　　　　　　実

②

3

　児童生徒の学校満足度　学校満足度

 学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善

 教職員の指導力、情報活用能力、及び組織的な教育力の
向上

家庭・地域との
連携・協働

※　特にいじめについては、学校基本方針の評価と関連させて行うこと

 たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善

3

2 校種間の授業公開や合同研修会

3

　児童生徒アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

 子どもの校種間交流や教員の出前授業

 家庭・地域・関係機関との連携による指導

②

 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進　※

  体力づくり

 保幼小中の接続期の教育課程編成等、円滑な接続を図る
校種間のカリキュラム研究

 組織的・計画的な特別支援教育体制の確立

子育てや家庭教育に対する 保護者への積極的な支援

評価の基準  （ ３：よくできた　　２：できた　　１：あまりできなかった　　０：まったくできなかった ）

特別支援教育の
充　　　　　　  実

①

 生涯にわたって健康を保持増進し、進んで体を動かそうと
する意欲の育成

  指導改善
   （組織的・計画的）

  育ちと学びを支える
   連                携

生徒指導体制の
充　　　　　　  実

 保護者・地域との交流や情報発信、参観、 懇談会、研修
会の実施、地域人材の活用
 防災教育・感染症対策等の推進を含む、地域の実態に応
じた安心・安全な学校づくり

学校教育評価表　（小・中学校）

項　　　目

3 体力づくりを推進する運動実践

 協働する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション能力の育
成を図る授業の工夫改善（ＩＣＴの活用含む）

 働き方改革の取組と教育活動の質の改善

大津市立　　真野中　学校

評　価　の　観　点

 生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的
実践力を育てる活動の実施

 支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの実践

　主体的・対話的で深い学
び

3

 ものごとを様々な視点からとらえ考えさせる道徳科の授
業・評価に関する研究

　道徳教育の充実

 保護者等への道徳科の授業公開

 主体的・対話的で深い学びを追究する授業研究や研修会
の実施

2

3
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学校関係者評価

生　　徒 保 護 者 教 職 員

生
　
徒

先生は、いじめや暴力行為等の
問題に対して素早く対応してい
る。

A A

保
護
者

先生は、いじめや暴力行為等の
問題に対して素早く適切に対応
している。

教
職
員

いじめや暴力行為等の問題に、
素早く、毅然とした態度で対応し
ている。

生
　
徒

学校で、命の大切さや思いやり
の気持ち、社会のルールについ
ての指導をうけている。

B B

保
護
者

学校で、命の大切さや思いやり
の気持ち、社会のルールについ
て適切な指導をしている。

教
職
員

命の大切さや思いやりの気持
ち、社会のルールについて適切
な指導ができている。

生
　
徒

学校は、いろいろな学習、体験活動
を通して、友達と協働しながら活動
を進めるすばらしさや、自主性や表
現力を育てようとしていると思う。

A A

保
護
者

学校は、いろいろな学習、体験活
動を通して協働する体験、自主
性や表現力、豊かな心を育てよ
うと努めている。

教
職
員

いろいろな学習、体験活動を通し
て協働する体験、自主性や表現
力、豊かな心を育てようと努めて
いる。

生
　
徒

勉強や進路、友だちのことなどに
ついて気軽に先生に相談できる。 B B

保
護
者

学校は、勉強や進路、友だちのこ
となどについて、子どもの相談に
気軽に応じている。

教
職
員

勉強や進路、友だちのことなどに
ついての生徒の相談に快く応じ、
適切なアドバイスができている。

豊
か
な
心
を
育
む
教
育

【R5】
3.60
↓

【R6】
3.55

【R5】
3.75
↓

【R6】
3.30

1 1 1

◆学期ごとに教育相談旬間を設定し、学級
担任を中心に学級生徒全員との相談機会を
設け、生徒と向き合う時間を大切にした。ま
た、日頃から生徒とコミュニケーションを積
極的にとり、気軽に話せる関係の構築に努
めた。日程の設定に工夫がいる。
◆毎日の生活ノートのやりとりや定期的なア
ンケートを通して、生徒の悩みに気づき、早
期にアプローチできるように取り組んだ。ま
た、必要に応じてスクールカウンセラーなど
の専門家につなげた。
☆教室での活動が難しい生徒を対象に、
「ほっとルーム」部屋を開設し、順調に運用
している。今後の運用に対し次年度に向け
て課題等を整理する。

◆各学年道徳教育担当者が中心となり、学
年生徒の実態に即した教材の選定・開発に
取り組み、心を育む教育活動を展開した。タ
ブレット端末を活用した授業では、自分の意
見をしっかり出してグループで交流ができ
た。
◆「道徳」授業参観を実施し、保護者ととも
に学校運営協議会のメンバーも授業を公開
した。(10月31日)
◆１２月の真野中人権週間に合わせ、全学
年で人権学習を実施した。１年生では外部
講師を招き、「視覚に障がいのある人」につ
いて、２年生では男女協働参画社会につい
て、３年生では助産師による「命の学習」に
ついて、各学年ともに生命・人権尊重・多様
性等についての学習を深めた。

――

4
　
教
育
相
談

4 4 4

◆ふるさと体験学習・校外学習・
修学旅行・職場体験学習等を実
施した。校外での体験活動に、
生徒は意欲的に取り組むことが
できた。
◆活動の終盤におけるふりかえ
りでは、学年内で留まらず、異学
年間や事業所の方にも聴視でき
る機会を設け、今後の学習活動
においての意欲につながった。

――

3
　
体
験
活
動

協
働
的
な
学
び

3 3 3

道
徳
教
育
の
充
実

2 2 2 近年、子どもの命に関
わる重大な事件が多発
している。命の大切さ
を大切にすることを深
く理解させるは、難し
い現状なのかと危惧し
ている。

【R5】
3.80
↓

【R6】
3.70

【R5】
3.75
↓

【R6】
3.40

令和６〔２０２４〕年度 学 校 評 価 書 大津市立真野中学校

項目
評価の観点

※網掛けの項目は、大津市共通項目

市教委
学校評
価表と
の関連

ア　ン　ケ　ー　ト 自　　 己　　 評　　価
今後の改善
に向けて

データ　　【左】　① そう思う　　　② どちらかというとそう思う　　　③ どちらかというとそう思わない　　　④ そう思わない　【右】
評価 本年度の取組と分析 意見・提言等

☆いじめ等、生徒指導上の
問題に対する早期発見・早期
対応のために、組織的な対
応を実践する。

☆地域・家庭と連携し、子ど
もたちに寄り添い、粘り強い
指導を大切にしていく。

☆生徒の実態に即した教材
を選択して道徳科の授業を
充実させるとともに、教育活
動全体を通じて道徳教育を
推進する。

☆外部講師を招聘するなどし
て、人権教育を工夫・改善に
努める。

昨今話題になっている
事件等が若年化してい
ることに懸念してい
る。学校での教育を
しっかりやっていって
ほしい。

2
　
道
徳
・
人
権
教
育

1
 

生
徒
指
導

生
徒
指
導
体
制
の
充
実

◆いじめ等、生徒指導上の課題の対応にお
いては、事案把握後、速やかに対策会議を
開き、初期対応から組織対応を心がけ、解
決に向けて丁寧に取り組んだ。また、事案
の解消に向けて、継続して見守りや指導を
行い、安心、安全な学校づくりに努めた。
◆情報モラル教育として、「ＧＩＧＡワークブッ
クおおつ」の活用や専門家を講師に招いて、
ＳＮＳの危険性や正しい使い方について考
える機会を持ち、未然防止に努めた。
◆いじめ等、生徒の悩みを早期にキャッチ
するために、毎日の生活ノートの点検や、定
期的なアンケート等を実施し、子どもの声を
拾える体制づくりに努めた。

☆学年内だけの実践に終わ
らず、学年を超えた活動の発
表を通して、生徒の意欲向上
につなげる。

☆中学校3年間だけでなく、
同学区内9年間の系統性を
ふまえた教育活動を実践す
る。

☆教育相談の充実のため
に、時間の確保に努める。ま
た、SCや各関係機関との協
働・連携を行う。

☆ほっとルームを継続的に発
展させるために、運用の仕方
等を整理する。

95
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31

31
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4

13

2
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4

4

2

0% 50% 100%

全校
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２年
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0
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0
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学校関係者評価

生　　徒 保 護 者 教 職 員

令和６〔２０２４〕年度 学 校 評 価 書 大津市立真野中学校

項目
評価の観点

※網掛けの項目は、大津市共通項目

市教委
学校評
価表と
の関連

ア　ン　ケ　ー　ト 自　　 己　　 評　　価
今後の改善
に向けて

データ　　【左】　① そう思う　　　② どちらかというとそう思う　　　③ どちらかというとそう思わない　　　④ そう思わない　【右】
評価 本年度の取組と分析 意見・提言等

生
　
徒

全般的には、楽しく学校生活を
送っている。 A A

保
護
者

子どもは、学校生活におおむね
満足している。

教
職
員

生徒が楽しく、いきいきと学校生
活を送ることができるように学
校、学年、学級経営等を進めて
いる。

生
　
徒

体育大会や文化祭等の学校行
事、生徒会活動、学級会活動に
積極的に参加している。

A A

保
護
者

子どもは、体育大会や文化祭等
の学校行事、生徒会活動、学級
会活動などに積極的に参加して
いると思う。

教
職
員

体育大会や文化祭等の学校行
事、生徒会活動、学級会活動に
生徒が積極的に参加できるよう
に工夫している。

生
　
徒

規律正しい日常生活を送り、健
康と体力の保持・増進に努めて
いる。

A A

保
護
者

子どもは、節度ある日常生活を
送り、健康と体力の保持・増進に
努めている。

教
職
員

節度ある日常生活をおくり、健康
と体力の保持・増進に生徒が努
めるよう心がけている。

豊
か
な
心
を
育
む
教
育

【R5】
3.70
↓

【R6】
3.60

【R5】
3.65
↓

【R6】
3.65

【R5】
3.45
↓

【R6】
3.45

5 5

――

7
　
体
力
づ
く
り

体
力
づ
く
り 7 7 7

◆学校保健の立場から、養護教諭が発行す
る「保健だより」により、健康についての情報
発信をこまめに行った。
◆学校保健委員会と連携し、大学の教授を
講師に迎えて、体づくり講座を開催した。
◆体力作りについては、部活動や体育の授
業に熱心に取り組んだ。昼休みには生徒会
によるボールの貸し出しを利用し、多くの生
徒がグラウンドに出て元気に活動する姿が
見られた。また、駅伝メンバーに多くの生徒
が立候補し、放課後の練習にチーム一丸と
なって熱心に取り組み、男子チームは県大
会出場を果たす活躍が見られた。

――

6
　
特
別
活
動

6 6 6
◆真野フェスタ（文化の部・体育
の部）の取組を通して、学級・学
年への所属感を高め、団結・協
力を深めることができた。
◆生徒会や学年行事の実行委
員会等、生徒が主体になり企画・
運営する機会を設けることが、生
徒自身の参加意欲、達成感につ
ながっていると考えられる。

校内だけでなく、学校
外でも子どもたちが評
価される機会があるこ
とで、子どもたちの自
身や意欲の向上につな
がると思う。

5
　
学
校
満
足
度

学
校
満
足
度 5

◆生徒に対する質問項目「楽しく学校生活を
送っている」に対する肯定的な評価(そう思
う・どちらかといえばそう思う)は、どの学年も
85％を超え、全校生徒の91％が肯定的に回
答している。保護者においては、肯定意見
は81％である。
◆３か年の経年変化を見ると、学年が上が
るほど肯定意見が高まる傾向があり、教育
活動に対する理解が進んでいくと考えられ
る。
☆今後は、否定的な回答をした生徒の要因
を探り、生徒との良好な関係を築きながら、
きめ細かな指導に力を注ぎ、より魅力ある
学校づくりを行っていく必要がある。

☆生徒一人ひとりに寄り添う
教育活動を実践する。また、
「楽しくない」と回答している
生徒に対し、良好な関係を築
きながら、きめ細かな指導に
あたる。

☆生徒の達成感・満足感に
つながる取組を推進する。

☆自治能力の育成に向け
て、生徒会や諸行事の実行
委員会活動の活動を支援す
る。

☆健康・安全への注意喚起
を行うとともに、事故等の未
然防止に向けての情報発信
を行う。

☆生徒の自主的な活動によ
る部活動の活性化に向けて
支援する。
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学校関係者評価

生　　徒 保 護 者 教 職 員

令和６〔２０２４〕年度 学 校 評 価 書 大津市立真野中学校

項目
評価の観点

※網掛けの項目は、大津市共通項目

市教委
学校評
価表と
の関連

ア　ン　ケ　ー　ト 自　　 己　　 評　　価
今後の改善
に向けて

データ　　【左】　① そう思う　　　② どちらかというとそう思う　　　③ どちらかというとそう思わない　　　④ そう思わない　【右】
評価 本年度の取組と分析 意見・提言等

生
　
徒

全般的には、学校の授業は、わ
かりやすい。 A A

保
護
者

子どもは、全般的に学校の授業
がわかりやすいと言っている。

教
職
員

わかりやすく意欲的に生徒が授
業に取り組むための工夫をして
いる。

生
　
徒

通知票を見れば、自分の学習の
状況がよくわかり、評価には納得
できる。

B B

保
護
者

通知票では、子どもの学習の状
況が適切に評価され、学習状況
や学校生活がよく分かる。

教
職
員

生徒の学習の状況を通知票等を
通して、生徒や保護者がわかり
やすく、納得いくように評価できて
いる。

生
　
徒

宿題や課題をしっかりやるなど、
家庭学習の習慣が身についてい
る。

B B

保
護
者

学校は、宿題や課題などで、学
習習慣を身につけさせ、家庭学
習に取り組めるようにしている。

教
職
員

学習習慣を身につけさせ、家庭
学習に取り組めるように、宿題や
課題を適切に出している。

生
　
徒

学校で朝読書に取り組むことで、
普段から読書をする習慣が身に
ついている。。

B B

保
護
者

教
職
員

【R5】
3.75
↓

【R6】
3.90

【R5】
3.45
↓

【R6】
3.30

【R5】
3.05
↓

【R6】
2.80

生徒
【R5】
2.95
↓

【R6】
2.64

――

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

11
読
書
週
間

11
◆全国学力・学習状況調査（３年生）から、
読書に日頃から親しんでいる生徒の数値が
低いことが本校の課題であった。今年度も、
年４回の朝読書週間を設け、各２週間ずつ
取り組んだ。生徒アンケートでは、朝読書が
本を読む習慣につながると回答した生徒は
56％であった。（昨年同時期、67％）次年度
は、読書に対する工夫した取組が必要であ
る。
◆学校司書と生徒会図書委員会が連携し、
読書の大切な意義を伝える場面をつくること
ができた。また、図書室の環境が整備された
こともあり、昼休みに図書室を利用する生徒
数は一日平均20名弱である。

◆「学校の授業はわかりやすい」と肯定的に
回答した生徒は88％で、学年が上がるごと
に数値が高くなる傾向がある。一方、保護者
のアンケートでは70％を下回る結果であっ
た。
◆校内研究では、個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実に向けて、授業改善
に取り組んでいる。相互の授業参観や先進
校視察を通して、教員の授業を見る目をな
お一層磨き、さらに「わかりやすい授業」づく
りに努めたい。また、保護者の理解を広げる
ために、授業参観や情報発信を積極的に進
めていきたい。

次年度の入試制度の変
更について、分からな
いことが多すぎる。

10

学
習
習
慣

10 10 10

◆全国学力・学習状況調査（３年生）から
は、家庭で宿題や予習・復習を計画的・自主
的に進められない生徒は少なくない。その
一因として、スマホやゲームを利用する機会
が多く、家庭での学習時間を確保できてい
ない現状がある。テスト前の補充教室（まの
まるっと教室）等をきっかけに、主体的に学
習に取り組む習慣づけを図りたい。
☆中学校卒業後の見通しをもつことができ
るように系統的なキャリア教育を行い、将来
の目標の設定と主体的に学ぶ態度の育成
につなげていきたい。
☆生徒が自発的で、定期的な学習を進める
力を付けさせたい。それに向けて、地域や保
護者の方の力を借りながら進めていきた
い。

――

――

8
　
学
習
指
導

指
導
改
善 8 8 8

9
　
評
 

価
9 9 9

◆新しい学力観にもとづく「学習評価」につ
いて、教職員が指導と評価の一体化を意識
し、適切な評価について研修を進めている。
◆通知表(学習評価)に対する生徒・保護者
の否定的な見方は少なかった。
☆通知表には、定期テストの点数だけでなく
日々の主体的に学ぶ態度や課題に取り組
んだ内容が反映されていることの周知が不
十分である。次年度も年度当初に各教科で
シラバスを作成し、懇談会等を通して生徒の
様子を伝える等、保護者に周知できるように
情報を提供していく。

☆まのまるっと教室（補充教
室）や寺子屋プロジェクト
（地域連携）等の取組を継
続的に推進していく。

☆保護者と連携し、家庭学
習の充実に向けて、方策を
検討していく。

☆教員の教科指導力の向上
を目指すために、校内研究や
研修の充実を図る。

☆保護者の理解を広げるた
めに、授業参観や情報発信
を強化する。

☆全教科、年度初めにシラ
バス（学習内容の年間計
画、評価の仕方等）を次年
度も配付し、周知する。ま
た、保護者への周知も視
野に入れ、作成を工夫して
いく。

☆指導と評価の一体化を
意識し、今後も授業改善に
努める。

☆読書週間や選書会を継
続するとともに、家庭と連携
して多くの本にふれることが
できるようにしてきたい。
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学校関係者評価

生　　徒 保 護 者 教 職 員

令和６〔２０２４〕年度 学 校 評 価 書 大津市立真野中学校

項目
評価の観点

※網掛けの項目は、大津市共通項目

市教委
学校評
価表と
の関連

ア　ン　ケ　ー　ト 自　　 己　　 評　　価
今後の改善
に向けて

データ　　【左】　① そう思う　　　② どちらかというとそう思う　　　③ どちらかというとそう思わない　　　④ そう思わない　【右】
評価 本年度の取組と分析 意見・提言等

生
　
徒

学校で、交通ルールや緊急時の
対応など生徒の安全面につい
て、必要に応じて指導を受けてい
る。

B B

保
護
者

学校は、生徒の安全対策や安全
指導などにきちんと取り組んでい
る。

教
職
員

生徒の安全対策や安全指導など
に高い意識をもって取り組んでい
る。

生
　
徒

家庭で、日頃から学校や友人の
こと、困っていることについて保
護者とよく話をする。

B B

保
護
者

子どもとは、日頃から学校や友だ
ちのこと、困っていることについて
よく話をする。

教
職
員

生
　
徒

学校からの通信やたよりなどをき
ちんと保護者に渡している。 A A

保
護
者

学校は、通信やたよりなどで学校
生活や進路に関して、家庭への
連絡や適切な情報提供を行って
いる。

教
職
員

学級、学年通信等で保護者に適
切な連絡や、情報提供ができて
いる。

生
　
徒

　 A A

保
護
者

学校は、必要に応じて適切に保
護者と連絡を取り合い、しっかり
話をしている。

教
職
員

必要に応じて適切に保護者と連
絡を取り合い、しっかり話をして
いる。

生
　
徒

地域の行事や活動にできるだけ
参加、協力しようとしている。 B B

保
護
者

地域の行事や活動、ＰＴＡ活動に
できるだけ参加、協力しようとして
いる。

教
職
員

地域の行事や活動、ＰＴＡ活動に
できるだけ参加、協力しようとして
いる。

【R5】
3.60
↓

【R6】
3.40

保護者
【R5】
3.48
↓

【R6】
3.30

【R5】
3.35
↓

【R6】
3.45

【R5】
3.70
↓

【R6】
3.80

【R5】
2.85
↓

【R6】
2.80

16

P
T
A
活
動

15 15 14
◆コロナ禍を経て日常が戻り、地域行事に
生徒が参加する機会が増えた。真野北文化
祭、真野文化祭には本校の吹奏楽部･美術
部・４組が参加した。
◆真野フェスタ「体育の部」にむけてグラウ
ンドの草引きには、１００名を超える生徒が
のボランティアとして参加した。また、体育の
部本番には、校区の保幼子ども園の園児を
招待し、玉入れに参加し、交流をおこなっ
た。
☆「コミュニティスクール」と「まのまる夢プロ
ジェクト」の取り組みを連携させ、生徒の地
域社会への参画を進めることができるように
検討していきいたい。

14 14
◆学校生活の中で気にかかる生徒に
ついては、積極的に保護者に連絡を取
り、情報共有、家庭連携を図っている。
◆電話連絡のみならず必要に応じて家
庭訪問を行ったり、学校へ来校してもら
うなど、その都度適切な対応を心がけ、
保護者とは綿密な関係づくりに努めて
いる。
◆１学期末・２学期末には個別懇談会
を実施し、保護者との信頼関係を構築
するとともに、生徒への適切な支援の
仕方や課題について話し合う機会をも
つことができた。

12 ――

☆情報発信・学校公開の
推進をしていく。

☆ tetoru （ メ ー ル 配 信 ） ・
ホームページの積極的な
運用を通して、保護者への
確実な情報伝達の確立を
する。

☆保護者との信頼関係の
構築を大切にし、保護者と
協力して生徒を育て、支え
ていきたい。

☆生徒の地域活動・ボラン
ティア活動への参加促進
および、協力を支援してい
く。

☆PTAの退会者が今後増
えるのは避けられないが、
学校と保護者、地域が連
携して生徒を育てていきた
い。

地域との交流を積極的
にしてもらっている。
子どもたちが地域行事
に参加して、どのよう
な感想をもったか知り
たい。

――

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

12

安
全
指
導

12 11 11
◆自転車通学の生徒に対して、年度初めに
自転車集会を行い、ルールやマナーについ
て指導を行っている。今年度は、11月からの
道路交通法改正に伴い、3学期に１，２年生
を対象に大津北署による交通安全教室を行
い、自転車事故の未然防止につなげた。
◆通学路上での登校指導や、一斉下校での
下校指導により、登下校時の状況を把握
し、必要に応じてタイムリーな指導につなげ
た。
◆学校事故の未然防止に向けて、毎月の安
全点検による施設管理や、養護教諭を中心
に安全啓発に取り組んでいる。

――

14

情
報
提
供

14 13
◆ホームページによる情報提供を積極
的に行い、 生徒の日々の活動の様子
や学習活動の成果の公開に努め、開
かれた学校の実現を目指した。毎日２０
０名を越える方に閲覧していただくこと
ができた。
☆学校だより、学年通信、学級通信
等々、生徒、保護者向け通信を定期的
に発行し、情報提供に努めている。ま
た、同時に連絡配信アプリ（ｔｅｔｏｒｕ）を
活用し、データ配信も進めている。今後
も有効な情報提供源として、ホームペー
ジやｔｅｔｏｒｕを活用し、充実させたい。

――

13

家
庭
生
活

13
◆4月に個別懇談会を実施し、新担任との
関係を構築するとともに、学期末の懇談会を
通じて、生徒の課題や今後の支援の方法に
ついて話し合う機会を持つことができ、連携
を図れた。
◆学校生活において気にかかる生徒につい
ては、積極的に保護者と連絡を取り、家庭
訪問や来校により、直接対面して学校や家
庭での様子について情報共有を行い、保護
者の思いを受け止めながら信頼関係の構築
に努めている。必要に応じてスクールカウン
セラー等の専門家や関係機関につなぎ、保
護者に寄り添いながら、本人への適切な支
援につなげている。

――

15

保
護
者
支
援

家
庭
と
の
連
携

☆「命を守る」指導の徹底
をしていく。

☆学校安全点検や安全啓
発の徹底をしていく。
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